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エリーパワーとＮＴＴドコモがセンサープラットフォームによる協業の検討を開始 
～蓄電システムとセンサープラットフォームを連携し、各種サービスを提供～ 

 

 

エリーパワー株式会社(以下、エリーパワー)と株式会社ＮＴＴドコモ(以下、ＮＴＴドコモ)は、エリーパワー

の蓄電システムとＮＴＴドコモのＩｏＴ技術を融合させ、新たなセンサープラットフォームを活用した簡易セキュ

リティー、見守りサービスなどの各種サービス提供をめざした協業の検討を、２０１７年１１月９日（木）から

開始いたします。 

 

エリーパワーは、世界ではじめて※1 国際的第三者認証機関ＴÜＶ Ｒｈｅｉｎｌａｎｄ （テュフ ラインランド）の

安全基準認証「TUV-Sマーク」を取得した安全で高性能な定置用リチウムイオン電池を製造しています。オ

フィスのＢＣＰ対策や住宅の非常用電源、ＺＥＨ※2 用途の太陽電池や燃料電池と連携可能な蓄電システム

を開発し、既に２万台以上出荷しています。また、蓄電システムを長期間安心してお使いいただくために製

品本体に通信機能を標準搭載し、自社サーバーでシステムの稼働状況をモニターする「ごあんしんサービ

ス」をお客様に提供しております。 

この遠隔監視インフラを用いたプラットフォームを、より付加価値の高いサービスとしてお客様に提供す

るために、実績のあるＮＴＴドコモのＩｏＴ技術を活用することを検討いたします。 

 

ＮＴＴドコモは、ＩｏＴ市場の拡大に伴い多様なソリューションの提供を通じ、ＩｏＴのさらなる拡大や利用促進

に取り組んでおります。環境問題対応や非常用電源などにニーズが高まっている蓄電池に、ＩｏＴ技術を融

合させることで新たなソリューションビジネスを創造するため、蓄電池市場を牽引するエリーパワーと新たな

ビジネスを推進することを検討いたします。 

 

具体的には、エリーパワーの蓄電システムにＮＴＴドコモが開発するセンサープラットフォームを活用し、

各種センサー機器の収集したデータをクラウドに蓄積し、データマイニングによる新たな付加価値の提供を

めざします。各種センサー情報は、「簡易セキュリティー・見守りサービス・ＢＣＰ対策・住環境制御・エネル

ギー管理・住宅／建物の管理サービス」など、お客様の利用シーンに応じ提供していくことを検討いたしま

す。 

本サービスでは、蓄電システムのＩｏＴゲートウェイとモバイルネットワークを介し、ブロックチェーン技術を

活用した構成とすることを検討いたします。これが実現した場合、お客様は機器から取得したデータをワン

ストップでご覧いただくことが可能となります。 

 

両社は、２０１８年４月より本サービスの提供開始をめざし、住宅事業・ＢＣＰ事業をはじめとするさまざま

な用途への当サービスの導入をお客様に提案することを検討してまいります。 

トピックス 



 

 

※1 リチウムイオンセルの過酷条件試験マニュアル ｖ．２：２０１１ｖ 

※2 ネット・ゼロ・エネルギー・ハウスの略で、外皮の断熱性能等を大幅に向上させるとともに、高効率な設備システムの導入により、

室内環境の質を維持しつつ大幅な省エネルギーを実現した上で、再生可能エネルギーを導入することにより、年間の一次エネ

ルギー消費量の収支がゼロとすることをめざした住宅のこと。 

 

本件に関する報道機関向けお問い合わせ先 

エリーパワー株式会社 

広報部 

ＴＥＬ： ０３－６４３１－９０４７ 

株式会社ＮＴＴドコモ 

ＩｏＴビジネス部 ソリューション営業推進・ 

コンサルティング営業推進担当 

ＴＥＬ： ０３－５１５６－３２００ 

 

  



 

 

 

１．検討する協業内容 

・センサープラットフォームの構築、提供、運用 

・「ビジネス協創」によるセンサーメーカー、及び協業パートナー企業の開拓 

・社会課題解決に向けた共同営業活動、およびプロモーションやイベントを通じたマーケティング活動 

 
２．センサープラットフォームとして提供することを検討する機能  

サービス 機能 

センサープラットフォーム センサーなどのデバイス・ネットワークの提供からデータ収集・配信、データ加
工・解析までを実現する「センサープラットフォーム」 

ｄｏｃｏｍｏ  
Ｍ２Ｍプラットフォーム 

機器とサーバーをつなぐセキュアなネットワークとそのネットワークを一元管理
できる回線プラットフォーム 

センサー ドアの開閉や人感、気圧、温度・湿度、照度などの環境データを取得可能 

ＩｏＴゲートウェイ センサーからのデータをＢＬＥ通信によりＬＴＥネットワークに接続する装置 

 

３．導入イメージ 

 

別紙 


